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【背景・目的】 

骨密度検査（骨塩定量）は、骨粗鬆症の診断・予防に必要不可欠な検査であ

り、現在、Ｘ線を利用した方法が主体で、特にＤＩＰ（Digital Image Processing）

法は比較的簡便な方法なため、臨床で広く普及されている。 

ＤＩＰ法は診断用平面検出器（以下、ＦＰＤ）を使用して、被検体（中手骨）と基

準物質（アルミニウムステップまたはアルミニウムスロープ）を同時にＸ線撮影

し、被検体・基準物質のＸ線吸収度を比較することで、骨密度判定を行う。した

がって、被検体と基準物質それぞれのＸ線吸収度の正確さが要求される。 

そこで、本実験はＤＩＰ法の精度向上を目的に、ＦＰＤによるＤＩＰ法に関する基

礎実験を単色Ｘ線により行うことにした。 

【方法】 

《試料画像の作成》 

  ＦＰＤに人骨ファントム（左手部）を密着させ、単色Ｘ線（PF BL-14C 33keV） 

を左中手骨の中央付近に向けて１秒間照射した（４画像）。 

《試料画像のピクセル値測定》 

Image J を用いて左中手骨の中央付近（測定範囲：骨幅方向８mm・骨長

軸方向７mm）のピクセル値を測定した（４画像）。そして、４画像のピクセル

値の平均を試料画像のピクセル値とした。 

《試料画像のピクセル値とアルミステップの関係》 

試料画像のピクセル値に相当するアルミステップの厚さを読み取った。 

【結果・考察】 

① 試料画像のピクセル値に相当するアルミステップの厚さは、７mm 程度と 

読み取ることができた。つまり、骨のＸ線吸収度がアルミニウム厚７mm 程 

度と同等になることが言える。このことは、骨の実効原子番号：約 13 とア 

ルミニウムの原子番号：13 がほぼ同じであることから、中手骨の太さとア 

ルミニウムの厚さが一致しているとも言える。 

② 骨の状況により、骨の太さとアルミニウム厚の関係が異なることも起こり 

得るため、さらに多様な骨のモデル実験を進める必要があると考える。 
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